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在宅高齢者の主観的健康感と関連する因子
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目的　わが国における在宅高齢者の主観的健康感と関連する因子を明らかにする。

方法　調査対象は全国20の市町村（東京都特別区を含む）の65歳以上の在宅高齢者より無作為抽

出した6,094人である。2000年9月～11月に調査票留置法により情報入手した。各因子ごと

に主観的健康感の分布を観察し，次いでunconditional logisticmodelsを用いて各因子ごとの

非健康群に対する健康群のオッズ比とその95％信頼区間を求めた。

成績　対象者6,094人中，5,565人（91.8％）から回答を得た。主観的健康感について「非常に健

康」または「健康な方だと思う」が64.4％，「あまり健康ではない」または「健康でない」

が28.8％，無回答などが6.8％であった。定期的な通院と日常生活動作の低下が主観的健康

感の悪化と最も関連していた。85歳以上と比較して75～84歳は主観的健康感が高かったが，

65～74歳はそれほど高くなかった。適度な運動の心がけ，グループ内での補佐的な役割，社

会活動参加，生きがいや日常生活への活力を持つことが，主観的健康感の向上や保持に関連

していた。社会活動参加の理由については，「楽しいから」という積極的な理由以外での参

加でも，主観的健康感は高い傾向がみられた。

結論　消極的理由であっても，社会活動参加が高齢者の主観的健康感を向上・保持させる可能性

が示された。
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